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協
会
活
動
状
況

(
特
別
の
記
載
の
な
い
も
の
は

す
ぺ
て
事
務
局
に
お
い
て

)

●
三
月
十

閣
日

(
土
)

常
任
理
事
会

出
席
者

石
川
、
小
川

、
高
畑
、
辻
井
、
綱

島
、
野
田
。

理
事
会

推
薦
理
事
候
補
を
確
認
。

●
三
月
十
三
日

(
月
)

選
挙
管
理
委
員
会

出

席
者

駒
井

、
浅
井
、
原
田
、
辻

井
。

理
事
会
推
薦
候
補
者
と
立
候
補
者

を
確
認

、

理
事
選
挙
公
示
を
行
う
。

●
三
月

十
六

日

(
木
)
、
二
十
三
日

へ
木
)

法
人
化

の
う
ち
設
立
趣
意
書

、
定
款

、
申
請

資
料

の
作
成
様
式
及
び
臨
時
総
会
関
係
資
料
等

に

つ
い
て
道
自
然
保
護
課
と
協
議

(綱
島
)
。

●
三
月

二
十
七
日

(
月
)

常
任
理
事
会

出
席
者

石
川
、
八
木
、
小

川
、
高
畑

、
綱

島

、
野
田
。

議

題

一
、
理
事
会

と
法
人
申
請

の
関
係

現

理
事
会

は
通
常
総
会

ま
で
の
会
務
を
執
行

し
、
法
人
申
請

手
続
き
を
新
理
事
会
が
担
当
す

る

こ
と
を
決
定

し
た
。

二
、
会
計

処
理
規
定

事
務
局
試
案

で
道
と
協
議
し
、
昭
和
五
十

二

年
度
決
算
も

こ
れ

に
準
じ

て
行
う

こ
と
と
し
、

あ
わ
せ
て
旅
費
規
定
、
服
務
規
定

の
骨
子

に
つ

い
て
も
審
議

し
た
。

三
、
自
然
観
察
会

の
計

画

計
画
と
り
ま
と
め
担
当
野

田
、
小
川
。

●
四
月

一
日

(
土
)

法
人
化

の
う
ち
会
計

処
理
規
定
等

に
つ
い
て

道
と
協
議
(
綱
島
)
。
法

人
化
事
務

一
段
落

で
事

務
局

・
寺

尾
紀

子
氏
退
職

(
三
十

一
日
付
)
。

●
四
月
三
日

(
月
)

選
挙
管
理
委

員
会

出
席
者

駒
井
、
浅
井
、
斎
藤
、
原
田
。

理
事
選
挙

の
開
票

、
集
計
作
業
を
行
う

(候

補
者
全
員

の
信
任
が
確
認
さ
れ
、
そ

の
結
果

は

通
常
総
会

で
発
表
)
。

●
四
月
七

日

(
金
)
、

二
十
日

(
木
)

法
人
化

で
道
と
協
議

(綱
島
)
。
定
款
、
役
員

選
出
規
定
、
総
会
議
事
運
営
規
定
等
に

つ
い
て

協
議
整
う
。

●
四
月
十
日

(
月
)

常
任
理
事
会

出
席
者

石
川
、

八
木
、
小
川
、
高
畑

、
辻

井

、
綱
島
、
野
田
。

議

題

一
、
自
然
観
察
会

豊
平
峡
(
担
当
野
田
)
、
富
良
野
市
東
大
演
習

林

(
担
当
小
川
)
を
別
掲

の
と
お
り
決
定
。

二
、
理
事
会

の
開
催

議
案
等
を
審
議
し
、
現

・
新
理
事
会

(合
同
)

を
四
月

二
十

二
日
開
催
す
る
こ
と
に
決
定
。

三
、
昭
和
五
十
二
年

度
決
算

別
掲
内
容

の
と
お
り
。

四
、
第

八
回
全
国
自
然
保
護

大
会

開
催
日
が
総
会

と
重

な
る
た
め
、
別
掲

の
よ

う
に
取
扱

う
こ
と
と
す
る
。

五
、
総
会
関

係

日
時
、
議

案
な
ど
を
別
掲

の
と

お
り
決
定
。

六
、
会
員
資
格
と
名
簿
作
成

昭
和
五
十
年
度
以
前

か
ら
会
費
を
未
納

、
四

月
末
日
ま
で
に
納
入

し
な

い
会
員

は
退
会
扱

い

と
し
、
新

入
会
員
と
と
も

に
理
事
会

で
決

定
す

る
。
会
員

名
簿

は
、
四
月

一
日
現
在

で
作
成

。

●
四
月
十

一
日

(
火
)

日
本
電
力
建
設
業
協
会
北
海
道
支
部
主
催

の

講

演
会

に
当
協
会
を
代
表
し

て
辻
井
常
任

理
事

が
出

席
し
、

「
開
発
と
環
境
」

に
つ
い
て
講
演

し
た
。

●
四
月

二
十

二
日

(
土
)
自
治
会

館

第
七
十

四

・
七
十
五
回
合
同
理
事
会

出
席
者

阿
部
、
赤

島
、
伊
藤

、
石
川

、
犬

飼

、
小
川
、
大
山
、
加
藤
、
狩
野
、
門
脇

、
久

保

田
、
午
来
、
坂
本
、
札
木
、
新
庄

、
田
尻

、

田
中

、
高
畑
、
辻
井
、
綱
島
、
中

野
、
新
妻

、

野
田
、
長
谷
川
、
三
浦
、
三
股
、
宗
像

、
森

、

八
木

、
山

口
、
山
本

(現

・
新

理
事
)

議

題

一
、
通
常
総
会
及
び
法
人
設
立
総
会

別
掲

の
と
お
り
総
会

の
開
催
と
議
案
を
決
定

し
た
。

二
、
新
入
会
員

の
承
認

定
款
第
七
条

に
も
と
づ

き
、
別
掲
新

入
会
員

を
承
認
し
た
。

三
、
諸
規
定

の
制
定

会
計
処
理
規

定
及
び
会
計
取
扱
細
則
、
旅
費

規
定
、
服
務
規

定
、
給
与
規
定
、
会
印
規
定
及

び
事
務
決
裁
規
定
を
決

め
、
成
文
化
を
常
任
理

事
会

に

一
任

し
た
。

四
、
新
役
員

の
選

出

石
川
会

長
以
下
副
会
長

二
名
、
常
務
理
事
五

名
、
事
務
局
長
な

ど
を
決

め
、
参
与

の
選
考
及

び
新
理
事
の
分
担
業
務
等
を
審
議
し
た
。
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昭和53年度通常総会

びよお

社団法人設立総会の

内案ご

昭
和
五
十
三
年
度
通
常
総
会
は
、
来
た
る
五

月
二
十
七
日

(土
)
札
幌
市
中
央
区
の

「
日
本

生
命
ピ
ル
」
で
開
催
さ
れ
る
。

・
長
い
間
懸
案
で
あ
っ
た
、
法
人
化
問
題
の
結

論
を
見
出
だ
す
設
立
総
会
で
も
あ
る
。
総
会
に

先
立
ち
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
終
わ
っ

て
か
ら
懇
親
会
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。
会
員
多

数
の
参
加
を
期
待
す
る
。

一
、
日
時

昭
和
五
十
三
年
五
月
二
十
七
日

(土
)
十
四
時
か
ら
十
九
時
ま
で
。

(講
演
会

十
四
時
～
十
五
時

総

会

十
五
時
～
十
七
時

懇
親
会

十
七
時
三
十
分
～
十
九
時
)

二
、
会
場

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
四
丁
目

日
本
生
命
ピ
ル

九
階
B
会
議
室

三
、
議
案

e

昭
和
五
十
二
年
度
事
業
報
告

⇔

昭
和
五
十
二
年
度
決
算
報
告

(別
表
)

⇔

監
事
報
告

書計 算

昭和53年3月31日 まで)

部の出支

考備異差

臨時理事会その他に よる増。

会誌16号 、会報24～27号 。通信費科 目変更減 。

臨時総会 、募 金活動 による増。

女子職員の諸給与。増分は法人化の臨時女子職員分
。

富山会館家賃低額による減。

印刷製本費勘定を設けて繰入れ。
臨時総会議案、定款、募金活動による増。
法人化作業、募金活動による増。
振替手数料、銀行振込手数料。

複 写 機398,000円 、 タ イプ ライ タ ー125,800

円 、机 書 棚 外462,290円 。

未払 金200,000円 を含む。

円

FO

(U

O

-
↓
(U

」
4

ハb

O

R
)
-
よ
0

」4

0
》
」4

《
U

AU

PO

5

93

90

04

24

8

11

1
よ
」4

0
J

Q
U

△

△

△

△

323,735

57,930

200,000

△428,300

△146,000

11,295

125,882

△70,000

△300,000

341,710

103,000

△1,709,422

決 算 額
円

306,035

390,400

995,920

624,011

33,500

951,544

476,265

42,070

0

428,300

156,000

18,705

0

986,090

70,000

300,000

2,308,290

467,000

1,709,422

予 算 額
円

400,000

200,000

1,400,000

300,000

25,000

640,㎜

目

800,000

100,000

200,000

0

10,000

30,000

125,882

0

0

0

2,650,000

570,000

0

費
費
費
費
費
費

勘 定 科

宰理 費)
会 議

行
搬

発
運
会
件

誌
信

管
会
旅
会
通
諸
人

(

費
費
費
費
費
費
費
聞
費

料

本

驚

務
資
版
製
通

備
取
品

事
囎
出
剛
交
雑
轍

(

電 話 加 入 権
敷 金

(日高山系事業費)
(自然環境文献

目録事業費)
(次期繰越収支差額)

7,450,_88210,263,552△2,812,670計合

部の減 少

考備

敷金未払金。

決 算額
円

200,000

目科中目科大

1,218,090

借 入 金増 加 額

次期繰越増減差額

負 債 減 少 額

次期繰越増減差額

1・418・0901

島92鴇5121・,7・9姻+・,21a・9・ 円

計合額少減

計合金余剰
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㈲

役
員
選
出
規
定

の

一
部
改
正

(
別
記
)

㈲

総
会
議
事
運
営
規
定

の

一
部
改

正

(別

記
)

㈹

新

役
員

の
選
任

㈲

そ
の
他

お

願

い

総
会

は
会
員

の
二
分

の

一
以
上

の
出

席
に
よ

り
成
立
し
開
会
す

る
の
で
、
万
障
お
繰

り
合

せ

の
う
え
ご
出
席
く
だ
さ

い
。
お
手
数

で
も
別
送

し
た

ハ
ガ
キ
に
よ
り
総
会
出
欠

の
ご
返
事
と
、

欠
席

の
場
合

に
は
委
任
状
に
署
名

・
捺
印

し
て

総
会

当
日
に
間

に
合
う
よ
う
、
事
務
局

へ
ご
返

送
く

だ
さ

い
。

役
員
選
出
規
定
の

一
部
改
正

一
、
第

二
十
三
条

当
選
人

の
発
表
は
、
委
員

長
が
総
会

に
お

い
て
行

う
。

(改

正
)
い
、
総

.
会

の
承
認
を
う
け
る
も
の
と

す
る
。

(
理
由
)
定
款
第

二
十
三
条
第

一
項

と
の
関

連

に
よ
る
。

二
、
第

一
条

こ
の
規

定
は
、
本
協
会
定
款
第

四
十

八
条

に
基
づ
き
第

二
十

三
条
第

一
項

に

定
め

る
役
員

の
選
出

に

つ
い
て
定

め
た
も

の

で
あ
る
。

(改

正
)

部
削
除
。

(
理
由
)
定
款
第
四
十

八
条

に

基

づ

く

場

合
、
こ

の
規
定

の
改
廃

は
理
事
会

の
議
決

に

よ
る
。
し
か
し
、
こ
の
規
定

の
重
要
性

か
ら

総
会

の
議
決
を
要
す

る
と
判
断
さ
れ

る
た
め

こ
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

総
会
議
事
運
営
規
定
の

一
部
改
正

一
、
第

一
条

前
記
と
同
じ
理
由
に
よ
り

「
第

四
十

八
条

に
基
づ
き
」
を
削
除
す

る
。

ら蹄1

部

支

胡

の

年穂

算

収

昭

計支収t

部の入収

考備異

53年 度前受会費226,800円 、未 収会 費220,000

円(入 金確実 と思われ るもの)を 含む 。(未
収会費総額730,200円)

53年 度前受会費1,110,000円 を含む 。

会誌頒布その他。

、未 収 金17名44,000円暇儒

給きロ

ワ
の
　
エ

籍
離

鑑
轟

金
計

金
α

入
合

入
29

000円 、未 収 金7団 体

団 体1,410,000円 。

円

53,515

決算劉 差
円

1,546,485 △

920,000

17,190

308,125

△

△

861,500

1,410,000

(U

(U

(U

2,620,000

12,810

161,875

861,500

1,410,000

2,450,000

570,000

630,882

予 算 額

円

1,600,000

目科定勘

1,700,000

30,000

470,000

0

0

2,450,000

570,000

630,882

(会費収入)

個人 会 費 収 入

入

子

入

入

収

収

費

)

利

収

乃

金

収

募

会

入

金

澱

預
雑
讐

(

(

団体募 金 収 入

(調査料収入)

日 高 山 系

自然環境文献目録

(前期繰越収支差額)

2,812,6707,450,882 10,263,552計合

正味財産増減計算の部Z

部の加増

考備

未 払 金200,000円 を含 む 。

什器備品。

決 算 額
円

986,090

70,000

300,000

62,000

目科中目科大

什器備品増加額
電話加入権増加額
敷 金 増 加 額

前期繰越増減差額

資 産 増 加 額

前期繰越増減差額

1,418,090計合額加増
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貸 借 対 照 表 (昭和53年3月31日)

資 産 の 部

大 科 目・中 科 目 金 額 合計金額

円 円

金

金

費

金

金返

産

預

会

見

収

費

負

通

収

会受

動

現

普

未

未

前

流

167,591

1,187,831

220,000

334,000

1,136,800

流 動 資 産 合 副 3,046,222

有形固定資産

什 器 備 品 1,048,090

有形固定資産 合 計 1,048,090

その他の固定資産

電 話 加 入 権

敷 金

70,000

300,000

その他の固定資産合計 370,000

資 産 合 副 14,464,312

負 債 の 部

大 科 目・中 科 酬 金 額

円

流 動 負 債

未 払 金

前 受 会 費

200,000

1・336・8001

合計金額
円

流 動 負 債 合 計 1,536,800

負 債 合 訓 1,536,800

正 味 財 産 の 部

1大 科 目・中 科 目 金 額 合計金額
円 円

金

講

講

鷺
蕪

次

O
次

G

基

剰

0

1,709,422

(1,078,540)

1,218,090

(1,156,090)

剰 余 金 合 計
i島92偽512

正 味 財 産 合 計 lZ92Z512
i負 債及び正味財産合計 1蝋312

か
ね
て
か
ら
当
協
会

の
法
人
化
募
金
を

お
願

い
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
多
数

の
方

々
の
ご
参
加

を

い
た
だ
き

、
お
か
げ

様
で
法
人
設
立

に
必
要

な
財
政
基
盤
を
固
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し

た
。

こ
こ
に
厚
く
お
礼
を
申

し
あ
げ

ま
す
。

募
金
活
動
は

一
応

三
月

十
五
日
で
終

え
ま
し

た
が
、
そ

の
後

も
新
た
に
募

金
の
納
入
が
続

い

て
お
り
、
或

は
ま
た
法
人

設
立
の
た
め

の
支
出

も
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
回

は
四
月

二
十
八
日
現
在

の
中
間
集
計
を
報
告
し
ま
す
。

(収
入
の
部
)

(募
金
申
込
額
)

個
人

二
二
一
名

団
体

六
一
名

合
計

二
八
二
名

(募
金
入
金
額
)

二
六
七
名

(支
出
の
部
)

(出
金
額
)

(未
払
額
)

八

八
七

、

一
、

四

一
〇

、

二

、

二

九

七

、

五
〇
〇
円

○
○
○
円

五
〇
〇
円

二
、
二
一二
五
、
五
〇
〇
円

二

、

〇
二
七
、
六
四
〇
円

二
六
九
、
八
六
〇
円

法

人

化

募

金

の

中

間

報

告

鵬

体

縮

朔

鴇

外

計

　

　

ぽ

　

　

　

　

　

　

　

ユ

　

　

　

　

働蝿錨

饗

雛
撚

金島

産

流

現

ω

②

未

5

未

並削

固

什

電

敷

資

債

-

L

a

a

4

H

L

a

3

財 産 目 録(昭 和53年3月31日)

円 円

金

費

合

債

剖

負

払

会

債

受

の
動

債

流

悉

剛
負

負

1

2

(

1

敷金

53年度会費

計

167,591

887,823

300,008

220,000

44,000

290,000

1,136,800

1,048,090

70,000

300,000

200,000

1,336,800

3,046,222

1,418,090

4,464,312

1,536,800

正 味 財 産 2,927,5`12
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小

堀

煙

治

践

卸唱

小

鳥

の

村

の

保

護

開
村
以
来
二
十
年
の
歴
史
を
持
ち
全
函
的

に
も
有
名
な
藤
の
沢
小
鳥
の
村
も
、
周
辺
の

急
激
な
宅
地
化
に
よ
っ
て
そ
の
存
続
が
溢
び

ヨ

や

か
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
日
頃
小

鳥

の
村
に
親

し
ん
で
い
る
私
達
地
元

の
住
民

は
そ

の
よ
う
な
状
態
を
憂
慮
し
、
行
政
的
に

へ

な
ん
ら
か
の
適
切
な
措
置
を
と
っ
て
も
h
う

へ

よ
う
運
動
を

は
じ
め
る
こ
と

に
し
ま
し
な
。

り

小
鳥
の
村
は
札
幌
市
南
区
藤
野
に
昭
和
三

十
一
年
誕
生
し
ま
し
た
。
定
鉄
沿
線
藤
の
…沢

ゆ

の
田
園
に
囲
ま
れ
た
約
九
㎞
の
丘
陵
地
帯
…で

の

す
。
自
然

に
恵
ま
れ
た
藤
野
で
、
巣
箱
を
一か

け

る
こ
と

に
よ
り
児
童

と
野
鳥

の
交
流
を
深

め
自
然
を
通
し
て

の
教
育
を
始

め
よ
う
と
…の

へ

目
的

で
、
藤

の
沢
小

学
校
と

そ
の
父
兄
、
遣の

庁
の
熱
心
な
運
動
が
実
り
実
現
し
た
も
の
…で

す
。
恵
ま
れ
た
環
境
と
こ
れ
を
手
が
け
た
天

達
の
熱
意
に
よ
っ
て
着
々
と
成
果
を
あ
げ
『

ヨ

マ
ス
コ
ミ
に
も
と
り
あ
げ
ら
れ

て
全
国
的
}に

ロ

も
有

名
に
な

り
ま
し

た
。
そ

の
間
、
北
海
道

知
事
賞

、
文
部
省
国
立
自
然
教

育
園
長
奨
励

賞

、
農
林
大
臣
賞
な
ど
を
受
賞
し
、
成
果
ほ

広
く
認

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
…こ

　

の
よ
う
な
活
動
を
通
じ
全
国
各

地
か
ら

こ
…の

　

地
を
訪
れ
る
人
も
多
く

、
と

り
わ
け
札
幌
市へ

民
に
と

っ
て
は
格
好

の
自
然
観

察
の
場

に
な

り
ま
し
た
。

こ
こ
は
広
葉
樹
林
を
主
と
し

一
部
針
葉
樹

が
混
交
し
、
天
然
林
も
か
な
り
残

っ
て
、
周

囲

に
は
田
畑
、
草
原
も
散
在

し
、
豊

か
な
植

生
を

つ
く

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
野
草
も
豊
富

で
藤

の
沢
小
学
校

の
児
童
が

五
十

二
年

に
観

察

し
た
だ
け

で
約
九
〇
種

に
の
ぼ

っ
て
い
ま

す
。
小
鳥

の
村
は
豊
か
な
植
生

に
加
え

て
湧

水
、
沢
、
池
な
ど
動
物
の
棲
息

に
適
し
た
環

境
を
持
ち
、
四
季
を
通

じ
て

一
〇
〇
種
近
く

の
野
鳥
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
中

に

は
、
全
国
的

に
も
数
が
少
な
く
な

っ
て
い
る

ヤ

マ
セ
ミ
や
カ
ワ

セ
ミ
も
数
年

に
わ
た

っ
て

繁
殖
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す

し
、
小
学
校

の
近
く

に
は
イ

ワ
ツ
バ

メ
の
集

団
営
巣

地
も
あ

り
、
普
通
、
高
山
帯

の
鳥

と

さ
れ
て
い
る
ギ

ン
ザ

ン

マ
シ
コ
、
イ

ス
カ
、

ク

ロ
ジ
、
ピ

ソ
ズ
イ
な
ど
も
姿

を
見

せ
、
野

鳥

の
種
類
も
個
体
数
も
多

い
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
キ
タ
キ
ツ
ネ
、
テ

ソ
、

エ
ゾ
リ

ス
、

シ
マ
リ

ス
、

エ
ゾ

モ
モ
ン
ガ
、

ユ
キ
ウ
サ
ギ

が
繁
殖

し
、
最
近

で
は

エ
ゾ

シ
カ
ま
で
姿
を

見

せ
、
早
春

の
池
に
は

エ
ゾ
サ
ン

シ
ョ
ウ

ウ

オ
が
卵
を
産
み
ま
す
。
札
幌

で
は
こ
の
よ
う

に
自
然

に
恵
ま
れ
た
場
所
は
少
な
く
な

り
、

小
鳥

の
村
以
外

で
は
野
幌

原
始
林

や
藻
岩
、

円
山
地
区
な
ど
、
僅
か
に
な

っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
都
心

に
近
く
豊

か
な
自
然
を
残
し
、

自
然
観
察

に
も
適

し
た
場
所
と

し
て
小
鳥

の

村

は
札
幌
市
民

の
貴
重

な
財
産
と

い

っ
て
も

過
言

で
は
な

い
で
し

ょ
う
。

札
幌
市
は
人
口
の
急
増

に
伴
う
す
さ
ま
じ

い
宅
地
化
で
次

々
と
そ
の
自
然
を
失

っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
中

で
藤
野
地
区

は
他

の
地
区

に
比

べ
る
と
宅
地
化

の
速
度

は
比
較
的
お
そ

く
、

こ
れ
ま
で
小
鳥

の
村
周
辺

は
な
ん
と
か

自
然

の
姿

を
保

っ
て
き
ま

し
た
、

し
か
し
五

十
二
年
度

に
な
る
と
大
型

の
団
地
造
り
が
目

立
ち
、
小
鳥

の
村

の
東
側
、
西
側
は
ギ
リ
ギ

リ
の
所

ま
で
住
宅
が
建
ち
並
び
ま
し
た
。
こ

れ

は
小
鳥

の
村

に
棲
む
野
鳥

や
動
物

に
と

つ

て
は
、
ま
さ

に
死
活

の
問
題
な

の
で
す
。

野
鳥

の
採
餌
範

囲
は
普
通
広
い
も

の
で
数

キ

ロ
に
及
ぶ
と

い
わ
れ
て

い
ま
す
。
従

っ
て

現
在

の
小
鳥

の
村

の
営
巣
地
だ
け
を
保
護

し

て
も
野
鳥

の
保

護

に
は
な
ら
ず

、
周
辺

の
環

境
も
極
め
て
大
切
な
要
素

に
な

る

わ

け

で

す
。
特
に
イ

ワ
ツ
バ

メ
や

ム
ク
ド

リ
、

コ
ム

ク
ド
リ
な
ど
周
辺

の
田
畑

や
草
原

で
餌
を
求

め
る
鳥

た
ち
に
と

っ
て
は
影
響
が
大
き
く
、

こ
の
ま
ま
開
発
が
進

め
ば
鳥
達

は
自
ら
巣

の

数

を
規
制

し
な

け
れ
ぽ
な
ら
な
く
な

る
で
し

ょ
う
。
現

に
小
鳥

の
村
と
宅
地
が
接
す
る
地

点

の
が
け

に
営
巣

し
て
い
た
ヤ

マ
セ
ミ
と
カ

ワ
セ
ミ
は
、
五
十

二
年

の
団
地
造
り
で
姿

を

見
せ
な
く
な

っ
て
し

ま
い
ま
し

た
。
札
幌
市

で
ヤ
マ
セ
ミ
や
カ
ワ

セ
ミ
が
営
巣
す

る
の
は

珍
し
く
、
貴
重
な
例
と
し

て
大
切

に
観
察
し

て
き
た
だ
け
に
残
念
な
思

い
が
し
ま
す
。

も
う

一
つ
の
問
題

は
、
最
近

こ
の
地
区

も

人
口
が
増

え
、
小
鳥

の
村

へ
入

る
人

の
数

が

急

に
増

え
て
い
る
こ
と

で
す
。
他

の
地
区

か

ら
越

し
て
き

た
人
達

の
中

に
は
自
然

に
接

す

る
機
会
が

い
ま
ま

で
少
な
か

っ
た
た
め
か
、

こ
れ
ま
で
こ
の
地
区

の
人
達
が
守

っ
て
き

た

自
然

を
無
造
作

に
荒
し
て
し
ま
う
人
が

い
ま

す
。
二
年
前
札
幌

で
は
珍
し

い
、
ま
た
小
鳥

の
村

で
も

一
カ
所

に
し
か
自
生
し
て

い
な
か

っ
た
ク

マ
ガ
イ
ソ
ウ
が
抜
き
と
ら
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
態

が
続
く
と
数

年
後

に
は
植
生
も
変
化
し
動
物

や
野
鳥

の
生

活
を

お
び
や

か
し
、
二
十
年
に
わ
た

っ
て
地

元

の
人
達

が
育
て
て
き

た
小
鳥

の
村
も

〃
た

だ

の
山
"

に
な

っ
て
し
ま
う

で
し

ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
小
鳥

の
村

を
守

る
理
想
的
な

方
法

は
、
道
や
市

が
小
鳥

の
村
と

そ
の
周
辺

を
買
取

っ
て
、
保
護
す

る
こ
と
だ
と
思

い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ

に
は
、
山

の
所
有

者

の

合
意
も
必
要

で
す
し
多
額

の
費
用
も
か
か
り

ま
す
か
ら
、
か
ん
た
ん
に
は
実
現
で
き

な
い

か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
私
達
は
な
ん
ら
か
の

手
段
を
こ
う
じ
て
小
鳥

の
村

の
環
境

を
保

全

し
、
ま
た
こ
こ
を
を
訪
れ
る
人
達

に
も
小
鳥

の
村
の
自
然

を
大
切

に
し
て
も
ら
う
よ
う
呼

び
か
け
て
い
き
た

い
と
考

え
て
い
ま
す
。

(藤
野
自
然
に
親
し
む
会
)
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